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秋田県鳥海村における横川吸虫症の疫学的研究

1．住民の感染状況並びに中間宿主特にウグイ（TγiMoao〃んα肋"e'Ｍ）

の横川吸虫メタセルカリア寄生状況について
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秋田県由利郡鳥海村には，以前より横川吸虫感染者の

-存在が知られていたが，その実態の詳細については，こ

:れまで明らかにされていない．著者ら（1972）は，既に

当鳥海村における本症の感染状況について報告したが，

今回はさらに，同村の山間辺地のひとつ百宅地区を選び

住民の感染状況を調査し，かつ同村を流れる河川に棲息

する主としてウグイについて横川吸虫（ＭＢｚａｇＵ"/"2Ｊ`ｓ

Ｊﾉ。肋gzzzuα/）メタセルカリアの感染状況を調査し，知見

を得たのでその概要を報告する．

調査対象および方法

÷調査地域の鳥海村は，Figs､１，２に示したように県南

－部，山形県境にある鳥海山麓に位置し，総人口１０，０００余

(世帯数2,142）の山村である．同村には,笹子川,直根川

および鳥海川の３河川が貫流し，合して子吉川となり，

日本海に注ぐ．同村一般住民3,511名（男1,616名，女

1,895名；年齢18～65歳）については，セロファン厚層

塗抹法（１枚値：便量60～70ｍｇ)．百宅地区159名（男

６１名，女98名；年齢19～65歳）については，ＡＭＳⅢ法

（０．５９便量）による検便を行った．なお一般住民と百

宅地区の検便で横川吸虫卵の認められた者では,便量０．５

９を計量し，ＡＭＳⅢ法による全沈澄中の横川吸虫卵

己数を数え，２倍して糞便１９内虫卵数（EPG）をもとめ

た．

～
。

ＹＡＭＡＧＡＴＡ

Ｆｉｇ．１MapofAkitaprefectureshowingthe

localityofChOkaivillage＊国立公衆衛生院
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成績

Ｌ検便による住民の感染状況

前述した検査法により鳥海村一般住民3,511名，百宅

地区159名の検便成績はＴａｂｌｅｌに示した如くである．

横川吸虫感染者は，前者で297名（８５％)，後者で73名

(45.9％）であった．

なお性別感染率をみると，鳥海村一般住民3,511名中

横川吸虫卵陽性者297名中男184名，女113名で，百宅地

区では，159名中横川吸虫卵陽性者73名中男39名，女３４

名で両群とも男子により高い寄生率をみとめた．

年齢別では，男女ともに40～49歳の年齢層が最つとも

多く，鳥海村では男女感染者総数の31.6％，百宅地区で

は同地区感染者総数の38.4％を占め，次いで50～59歳

で，それぞれ21.5％と26.0％を，以下30～39歳が19.9お

よび15.0％であった．

なお，百宅地区住民の寄生虫卵保有率は，93.1％であ

り，回虫43.4％，鞭虫63.5％が特に高率であった．

２．横川吸虫感染者の糞便内虫卵数(EPG）

上記２地区の横川吸虫卵陽性者297名および73名につ

いてＡＭＳⅢ法によるＥＰＧを算定した結果はTabIe

2に示した如くであった．すなわち，いずれの群におい

ても２～498までがほぼ65％を示し,次いで1,000～4,998

が2096前後を示し，１０，０００以上は，３～４％であった．

３．ウグイの横川吸虫メタセルカリアの検査成績

実験に供したウグイは，本年７月20日より９月10日ま

でに採取された30匹（20.0～132×３．４～２．２ｃｍ）につ

いて検査したものである．検査部位をFig.３に示した如

く背びれと腹ぴれの前端を結ぶ線を以って前後にわけ，

さらに側線を以って上下に，すなわちＩ，Ⅱ，Ⅲ，Ⅳの

４区画に分けた．まず，予備的検査としてウロコのみ調

べ，次いでウロコとそれ以外の軟部組織（表皮と筋肉）

Ｆｉｇ２ＭａｐｏｆＣｈＯｋａｉｖｉｌｌａｇｅｓｈｏｗｉｎｇＭomoyake
districtandtherivers

感染源の調査のため本村を流れる河川で採取されたウ

グイ（Ｔ７ｉＭｏｃＺｏ,zhqAo"e"sis）アユ（P比cogZosS"ｓａＺ‐

〃Ｍis)，イワナ（SaZucJi"z`ｓＺｅｚ`ＣＯ"zae"is）について，

横川吸虫メタセルカリアの寄生状況を調査した．特にウ

グイについては魚体内寄生部位の分布を検討するため，

ウロコおよびその他の軟部組織（表皮および筋肉)，あ

るいは軟部組織をさらに表皮と筋肉とに分けて人工胃液

消化法(和光純薬ペプシン（１：10,000)０．１５９，塩酸０．７

ｍ1,水100ｍ]）によりメタセルカリアの分離を試みた．

すなわち，予めブレンダーで細挫した組織を型の如く孵

卵器内（37°Ｃ）で2.5～３時間消化し，その沈澄中のメ

タセルカリアを採取，算定した．アユとイワナでは，ウ

ロコとそれ以外の軟部組織に２大別して同様メタセルカ

リアを算定した．

TablelResultsofstoolexaminationsforeggsontheinhabitantsinChOkai

villageandMomoyakedistrict

Parasite

eggs

positives

Ｎｏ．

examinedVillage Methods Ｍｙ・ ＡＬ Ｔ.ｔ、 Ｈｗ． Ｔ,ｏ、

ChOkaiCellophane
villagethicksmear

MomoyakeAMS-III
district

２９７

(8.5）

７３

(45.9）

４６６

(13.3）
１０１

(63.5）

１
１

４
７

西
０
９
５

く
く

９１１

(259）

148

(93.1）

４１４

(11.8）

６９

(43.4）

１４

(0.4）
２

(1.3）

3,511

１５９

（）：Showingpositiverates
A.Ｌ：Asca7ハル"z67ico/ａｃｓ

Ｈ.ｗ､：HbO冷江'＠γ'"Ｓ

Ｍ､ｙ、：ＭどＺａｇｗｚｉﾉ〃〃ｓＪﾉo虎ｏｇａｚｕａｊ

Ｔ.t、：Ｔﾉｰ/c/ｍ７ｉｓか/c/iiz〃α

Ｔ､ｏ：ＴｱﾉcAosZ7o刀gyZ"ｓｏγ/c"raZ/３
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ａ)ウロコ内横川吸虫メタセルカリアの寄生状況

ウグイ10匹（感染率100％）について検査したウロコ

数とメタセルカリア数は，Ｔａｂｌｅ３に示した如くであ

り，検査ウロコ総数26,898で，メタセルカリアは885検

出された．これをウロコ100コ当りの数としてみるとⅢ

において4.7と最も多く，次いでⅣ，Ⅱ，Ｉの順であっ

た．ちなみに分布を百分率でみるとⅢ，Ⅳ，Ⅱ，Ｉと順

次38％，２３％，２４％，１５％となった．

ｂ）ウロコおよび軟部組織（表皮と筋肉）内メタセル

カリア検査成績

ウグイ20匹（感染率100％，８月10日採取，大きさ

19.2～14.1×３．３～２２ｃｍ）についてのメタセルカリア

の検出成績は，Ｔａｂｌｅ４に示した如くである．ウグイ１

匹当りのメタセルカリア数が，１～99のものが20匹中１３

匹（65％）で最も多く，600個以上のものはただ１匹で

あった．ウロコ内にみられたメタセルカリア数は，合計

1,074,表皮＋筋肉部1,914で，ウグイ20匹にみられたメ

タセルカリア総数2,988（平均149）であった．いまウグ

イ１匹当りのメタセルカリア数によってウロコと軟部組

織内メタセルカリアの割合をみるために，１～９９；１００

～299；300～599；600～の４群に分けてみると，

1～99群で１：０．６，以下，１：１，１：２．７，１：２．９とウグ

イ１匹当りの感染メタセルカリア数が増加するに従って

軟部組織内メタセルカリア数が増加していく傾向が認め

られ，メタセルカリア300以上では，軟部組織内のメタ

セルカリア数は，ウロコのそれのほぼ３倍であった．

ｃ）ウロコ，表皮，および筋肉内メタセルカリア寄生

状況

検査のためのウグイ10匹は，９月15日に採取された．

ウロコ，表皮および筋肉の３部に分けてメタセルカリア

の感染状況を調べた結果は，Ｔａｂｌｅ５に示す如くであっ

た．すなわち，検出メタセルカリア総数5,109の内ウロ

Ｔａｂｌｅ２Ｅｇｇｓｐｅｒｇｒａｍ(EPG）ｉｎｔｈｅｆｅｃｅｓｏｆ

ＭｇＺａｇｏ"〃zJs-carriersinChOkaivillage

（Ｃｖ.）andMomoyakedistrict（Ｍｄ.）

Ｎｏ．ｏｆｃａｓｅ（96）
ＥＰＧ

Ｍｄ．Ｃ､ｖ、

93(31.3）

97(32.7）

31(10.4）

59(19.9）

８（2.7）

９（3.0）

29(39.7）

19(26.0）

５（6.8）

13(17.8）

４（5.5）

４（4.2）

２－９８

100-498

500-998

１，０００－４，９９８

５，０００－９，９９８

１０，０００－

297 7３

Ｆｉｇ．３ＴｈｅｆｏｕｒｄＭｄｅｄｐａｒｔｓｏｆｔｈｅｆｉｓｈｂｏｄｙ

Table3DistributionofMc、ｏｆＭｂＪｏたogazuai

parasiticinthescalesofT7i6oZocJmハαAC"e"sｉｓ＊

Fishbodyparts ＴｏｔａｌＮＱ

ｏｆＭｃ．
ＩⅡⅢⅣ

No.ｏｆＳｃａｌｅｓ７,１９０７，４２０７，０７８５，２１０２６，８９８ｅｘａｍｉｎｅｄ

ＮｑｏｆＭｃ、
１３８２１２３３１２０４８８５

detected

Ratiotototal
l5２４３８２３１００

Ｎｏ．ｏｆＭｃ・

Ｎｏ．ｏｆＭｃ・ｐｅｒ1．９２．９４７３．９３．３
１００scales

＊：１０sampleswereexamined

とを別々に，更に，ウロコ，表皮，筋肉と３部に分けて

検査した．

Table4DistributionofthenumberofMc・ofMLWhogzzmaZfoundinscalesandsofttissues

ＡｖｅｒａｇｅＮｑ
ｏｆＭＱｐｅｒ

ｆｉｓｈ

Ｎｏ．ｏｆＭｏ

ｐｅｒｆｉｓｈ

Ｎｏ．of

fishes
examined

TotalＮｏ．

ｏｆＭｃ．

DistributionofMc，ｉｎ

(Ratio)＊
Scales Softtissues

(１：0.6）

(１：1.0）

(１：2.7）

(１：2.9）

４
９
６
６

３
５
７
４

１
４
６

1-99

100-299

300-599

600-

３
３
３
１

１

４３６

４７８

１，４２８

６４６

279

243

385

167

１５７

２３５

１，０４３

４７９

(１：1.8） 1492０ 2,988１，０７４ 1,914

(Ratio)＊：ＴｈｅｒａｔｅｏｆｔｈｅｎｕｍｂｅｒｏｆＭｃ・ｆｏｕｎｄｉｎｓｃａｌｅｓｔｏｔｈａｔ
Ｍｃ．： Metacercariae

oｆＭｃｉｎｓｏｆｔｔｉｓｓｕｅｓ

(３８）
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Table5ComparisonofthenumbersofMc,ｏｆＭｊ,oAogamaiinscales,epidermisand
muscletissuesofTγi6oZMo〃ハαAC"c7zszs

C

Ｎｏ．ｏｆＭｃ・ｉｎ
Ｎｏ．offishes

examined

Sizeof

fishes（c、）
ＴｏｔａｌＮＯ

ｏｆＭｃ．
Scales Epidermis Muscles

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１

１８．７×３．６

１６．２×３．８

１５．８×２．８

１７．０×３．７

１６．３×３．７

１７．５×３．９

１６．７×３．４

１８．１×３．９

１５．６×３．０

１８．３×３．２

０
８
３
６
３
８
１
８
９
３

１
２
５
１
５

７

０
３
１
３
７
０
３
５
０
５

３
４
８
４
０
８
５
５
０
２

３
１
２
１
５
５
７
３
０

３
１
５
２
６
３
８

９
９

１
１

３
３
４
５
０
０
１
２
１
４

１
１
９
５
４
０
６
２
２

３
４
２
６
３
７

９
？

１
１

Grandtotal 5,109２５９

(5.1％）

４，８２３

(94.4％）

２７

(0.5％）

Table6DistributionofMc､ｏｆＭＪﾉohogzzmα加ntheepidermisofT7/6oJoao"ﾉｶａｈｏ"２７２s/s

DistributionofMcjnbodypartof TotalＮｏ．ｏｆ

Ｍｃ./fish
Ｎｏ．ｏｆｆｉｓｈｅｓ

ｅｘａｍｉｎｅｄ
Ⅱ Ⅲ ⅣＩ

３
３
４
５
０
０
１
２
１
４

１
１
９
５
４
０
６
２
２

８
４
２
６
３
７

Ｌ
Ｌ

０
９
６
３
２
３
０
１
５
１

５
１
９
６
３
７
０

２
３
４

０

５９

２

３７

１５９

７１

５６３

２７１

９

１０９

０
７
２
５
７
５
２
５
１
７

３
１
１
２
６
２
９

１
１
３
３

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１

３
８
４
０
２
１
６
５
６
７

５
３
８
８
４
９
１

４
３
１

ＴｏｔａｌｏｆＭＯ

ｉｎｅａｃｈａｒｅａ
ｏｆｆｉｓｈ

1,240１，２２２１，２８０１，０８１ ４，８２３

Ｍｃ．：Metacercariae

．259,表皮4,823,筋肉27で，表皮に全体の94.4％検出

され，ウロコに5.1％，筋肉には0.5％と極めて少なかっ

た．ちなみに検査10匹の感染率は100％で，そのメタセ

ルカリア数は，３～1,655で，平均１匹当り511である．

。）表皮内メタセルカリアの分布

ｃ）において検査したウグイの表皮のみについて，ａ）

と同様，魚体の１，Ⅱ，Ⅲ，Ⅳ各区画内メタセルカリア

の分布をみるとＴａｂｌｅ６の如くであった．すなわち，

各区画において1,081～1,280と大差なく，部位的差違は

認められなかった．

４．アユ（HeCogJoSs"saZZiueZis）およびイワナ（Sα‐

ZUeJi""me"comae"is）におけるメタセルカリア

検査成績

本年８月に採取されたアユ25匹（大きさ19.7～15.6×

3.8～2.6ｃｍ）についてウロコと軟部組織（表皮と筋肉）

内メタセルカリアを調べた結果，前者では，総数397（０

～43)，後者では，３８（O～６）であり，ウロコにおいて

その寄生数は多く，アユ１匹当りの寄生数は平均17であ

った．ちなみに25匹のアユの内，２４匹（96％）に感染が

認められた．

次にアユと同時期にとれたイワナ９匹（大きさ22.0～

13.8×４．４～2.6ｃｍ）についてウロコ，表皮および筋肉

の３部に分けて調査した結果は，今回は全く陰性であっ

た．

（３９）
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タセルカリアの寄生状況を検査した．ウロコ内メタセル

カリアとそれ以外の軟部組織を表皮と筋肉に分けて，そ

れぞれのメタセルカリアの分布を調べたところ，メタセ

ルカリアの分布は,ウロコ内より，軟部組織により多い

ことが認められた．すなわち，今回の検査結果では，表

皮内に944％，ウロコ内5.1％，筋肉内０５％であり，大

部分が表皮寄生であることが明らかにされた．

岡部ら（1968）は，大分県筑後川流域の横川吸虫感染

地区でアユおよびウグイのメタセルカリア分布を調べ，

共にウロコよりも筋肉内に多かったと報告し，斎藤

(1969)もまた新潟県およびその近隣流行地での検査で，

ウグイでは，全寄生数の87.7％が表皮に寄生しウロコで

は，7.5％にすぎなかったとしている．

いうまでもなく，わが国における横川吸虫症の主たる

感染源は，アユであるが，その主たる寄生部位は，ウロ

コ内であるとされ，報告は，枚挙にいとまがないが，大

島ら（1966）の検討によれば，側線上部の体前半部に多

く，腹線および尾端に近づくに従って減少するとしてい

る．この成績は，著者らが今回行ったウグイにおける感

染濃度の分布とほぼ一致した結果で興味深い．

ウグイは，衆知の如くかなり大型の魚であり，これの

寄生メタセルカリアを消化法によって魚体全部を検査す

ることは必ずしも容易でない．従って著者らの今回の実

験結果からウグイのメタセルカリアの分布が表皮に多く

しかもほぼ均等に分布することが明らかにされたことか

ら，魚体の前半部側線によって２分された'/4体部を検査

することによって，その全体の寄生数をほぼ推定するこ

とが可能であると思われる．大島ら（1966）の提唱した

アユにおける寄生濃度測定法としての感染指数は，ウグ

イにおいても適用し得るものと思われる．

３．アユおよびイワナにおけるメタセルカリア寄生状

況

今回は，アユ25匹についてのウロコおよび軟部組織の

寄生数を調べたが，ウロコにおいて軟部組織のそれのほ

ぼ10倍の寄生がみられ，アユ一匹当りの寄生数は平均１７

で余り多くなかった．

伊藤ら（1967；ａ，ｂ）は，静岡県の流行地におけるア

ユの検査で，ウロコ内に全体の85.4％，あるいは53.1％

の値を得たとしたが，岡部ら（1968）は，逆に筋肉内に

やや多数寄生していたとした．アユにおけるメタセルカ

リアの寄生は，影井（1966）も指摘するように採取の季

節など多くの生物生態学的因子に左右されると思われ

る．

イワナについては，今回は，検査例も少なくすべて陰

総括と考察

１．鳥海村住民における横川吸虫の感染状況について

秋田県由利郡鳥海村における横川吸虫の感染状況を知

るために行った予備検査によって一般住民3,511名のう

ちセロファン厚層塗抹法（１枚値）で297名（８５％）の

横川吸虫卵陽,性者を得たので，引き続き今回は，モデル

地区として鳥海川上流の百宅地区159名を選び，ＡＭＳ

Ⅲ法（0.59便量）で検便を行った結果，うち73名(45.9

％）に同吸虫卵陽性者を得た．

寄生濃度を知るひとつの目安として，糞便１９中の

排卵数（EPG）を鳥海村一般住民の中からの横川吸虫卵

陽性者297名，百宅地区73名について調べた結果は，両

方ともＥＰＧは，そのほぼ70％が500個以下であり，

5,000個以上のものに，鳥海村一般の群で5.7％，百宅地

区9.6％にすぎなかった．これらを他の流行地のそれと

比較してみると，影井（1965）は島根県の日原町と柿木

村での本吸虫の感染率は74.7％，77.3％であったとし，

ＥＰＧは，日原町で平均6,220,柿木村で6,336を示した

とし，ことに柿木村のＥＰＧでは，1,400～3,199が最多

数を示し，濃厚な感染地域であるとのべている．横川ら

(1963)や清水（1969）の茨城県霞ケ浦地方の横川吸虫感

染率は，６５～80％であったとしたが，この地域と比べれ

ば感染率のみからみれば鳥海村におけるそれはかなり低

いしかし，清水の205名のＥＰＧを調べた結果は，５００

個以下のものが72％で最も多いとし，ＥＰＧにおいては，

著者らの鳥海村のそれに近い値を示している．最近藤井

ら（1972）は，奈良県吉野郡農山村の寄生虫感染状況を

調べ，下北山地区で横川吸虫感染が10.8～58.1％（平均

31.8％）の流行地を見出し，アユが主たる感染源であろ

うと述べ僻地農山村における寄生虫感染の実態に注意を

喚起している．

次に今回の調査対象の年齢層は，１８～65歳までの成人

男女であったが，一般住民の横川吸虫卵陽性者は297名，

そのうち男184名，女113名，百宅地区でも73名中，男３９

名，女34名で共に男により高い感染率がみられた．年齢

では男女とも，先述のごとく40～49歳の年齢層に最も高

いピークを示し，次いで50歳代，３０歳代の順になってい

る．

２．ウグイ（Ｔ７ｉ６ｏＺＭｏ〃ノ、肋"e"S/s）におけるメタ

セルカリア寄生状況について

当地方の横川吸虫の感染源としては，住民よりのアン

ケートにより，ウグイが種々の料理法により生で食べら

れていることが解ったので，今回は，ウグイについてメ

（４０）
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.;性に終ったが，今後，さらに検討したい．

なお同村における横川吸虫感染者42名について，問診

により同地区でとれる淡水魚の種類とその摂取状況を調

査したところ，３９名がイワナおよびウグイを頻回に食べ

ており，ついでコイで，アユを摂取したものは，ただ３

名のみであった．今回明らかにされた同村のウグイに極

めて濃厚に横川吸虫メタセルカリアの検出されることか

ら，同地区における横川吸虫の主たる感染源はウグイに

よるものと推察される．

４．横川吸虫以外の近縁の種の寄生について

鳥海村一般住民に寄生する横川吸虫については，すで

に著者ら（1972）はカマラ，ピチオノールおよびヨメサ

ンによる集団駆虫による排出虫体について形態学的に観

察し，すべて横川吸虫（MZagwzz"z"ｓｊﾉoAogazM）と

;同定されている．なお，今回の百宅地区の虫卵陽性者３０

名についてのカマラによる駆虫を実施し（未発表)，排

出虫体についての形態学的所見より，同様横川吸虫

(ＭｇＺａｇＤ"伽`ＳｊﾉohogzJmα/）と同定された．さらに，

-犬，ハムスター，マウスにウグイより検出された上記メ

タセルカリアを実験的に感染させ，得られた虫体は，横

)11吸虫（ＭｒａｇＤ"/"z"ＳｊﾉoAogqlzuα/）であることが明ら

かにされている．しかし，近縁の種として報告されてい

る高橋吸虫(Ｍｒａﾙａｈａｓｈｉｉ）さらには，桂田吸虫（肌

肋zsz〃αααi）との混合が全くないのであろうか．この点

については，今後さらに検討をすすめたい．

なお秋田県における各河川流域住民には，これまでか

なりの横川吸虫感染者がみられているが，その実態は必

ずしも明らかでなく，ただ，鈴木ら（1963）は，県北部

八郎潟周辺に13.3～48.9％の横川吸虫感染が見出された

とし，その主なる感染源は，シラウオ（Ｓａｍ"giCMiys

''2〃o巾"）の生食によるとしている．

今回，著者らの調査により，鳥海村におけるそれが，

二主としてウグイであろうと推察され，同県北部の感染源

と異なることは，疫学的または，本吸虫の予防対策の点

から興味深く，本県の他流域における横川吸虫症につい

て今後調査研究を進めていきたい．

結び

1971年８月より1972年９月にかけて，秋田県由利郡鳥

海村住民の横川吸虫症感染状況を調査し，この地方のウ

グイにおける同吸虫メタセルカリアの寄生状態を調べ，

下記の如き結果が得られた．

１．鳥海村(百宅地区を除く）一般住民3,511名につい

て，セロファン厚層塗抹法による検便で，うち297名

(8.5％；男184名，女113名）に横川吸虫卵を認めた．な

お,同村の百宅地区を選び,住民159名についてのＡＭＳ

Ⅲ法による検便では，７３名（45.9％；男39名，女34名）

に同吸虫卵陽性者を認め，性別の感染率は，男に高かっ

た．

２．鳥海村297名，百宅地区73名の横川吸虫卵陽性者

について，糞便内横川吸虫卵排出数（EPG）を調べてみ

ると，両群とも寄生者の約70％が499以下で，1,000以上

はそれぞれ３％および4.1％にすぎなかった．

３．ウグイに寄生する横川吸虫メタセルカリアは，ウ

ロコよりも表皮により多く寄生し，筋肉内には，極めて

少数であった．表皮内メタセルカリア数のウロコ内メタ

セルカリアに対する比率は，ウグイ１匹当りの感染数が

多くなるほど大きくなる傾向が認められた．

４．魚体をFig.３の如くＩ～Ⅳに区分して，メタセル

カリアの分布状況をみると，ウロコでは，魚体の前半部

に比較的多く寄生していたが，表皮内のメタセルカリア

の分布には箸るしい差違は，認められずほぼ均等に分布

していることがわかった．

５．鳥海村のウグイ30匹（1972年７月，８月と９月採

取）の横川吸虫の感染率は，１００％であり，魚１匹当り

の平均メタセルカリア数は270であった．

６．同村のアユ25匹の内24匹（96％）に横川吸虫メタ

セルカリアの寄生を認め，１匹当りの感染数は，平均１７

であった．

燗筆するに当り，本調査研究に御協力をいただいた鳥

海村役場民生課長佐藤直之助氏，主事佐藤豊氏その他の

職員および保健婦の方々に謝意を表する．
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EPIDEMIOLOGICAL STUDIES ON METAGONIMIASIS IN

CHOKAI VILLAGE, AKITA PREFECTURE

Hiroyuki YOSHIMURA, Yasumasa OHMORI, Shigekazu TANI

and Kazuto ISHIDA

(Department of Parasitology, School of Medicine, Akita University, Akita, Japan)

Shoichiro SUZUKI, Hideo KOBAYASHI and Takayoshi KYOGOKU

(Akita Association for Parasite Control)

Muneo YOKOGAWA, Motohito SANO, Somei KOJIMA, Kunioki ARAKI

and Michie KIHATA

(Department of Parasitology, School of Medicine, Chiba University, Chiba, Japan)

Epidemiological studies on metagonimiasis were carried out from 1971 to 1972 at Chokai vil

lage, Akita prefecture. ■

The results obtained were summarized as follows ;

1. On the stool examinations by cellophan (cover) thick smear method, the eggs of Meta

gonimus yokogawai were found in 297 (8,5% ; 183 males and 113 females) out of 3,511 in

habitants in the village, except for Momoyake district. At Momoyake district, 73 (45.9% ; 39

males and 34 females) out of 159 were positive for Metagonimus eggs by means of AMS III

centrifugation technique.

2. EPG (number of eggs per gram of the feces) was found to be below 498 in about 70%

of 370 egg positives in the village and cases shown above 10,000 of EPG were found only in 3

to 4% in the both areas.

3. More metacercariae of M. yokogawai parasitic in Tribolodon hakonensis caught in the

-Chokai River were collected more in number in the epidermis than in the scales of the fishes

and a little number of metacercariae was also found in the muscle tissues. The ratio of the

number of metacercariae in the epidermis to that of the scales per fish increased in proportion

to the increment of the total number of infected metacercariae.

4. It is recognized that the metacercariae were found to be almost evenly distributed in the

epidermis of the fishes, however, the metacercariae in the scales were much more densely distri

buted in the anterio-half of the fish body than those in the posterio-half.

5. All of the thirty T. hakonensis collected from July to Septemer 1972 were all har

bored the metacercariae of M. yokogawai and average number of metacercariae per fish was

.270 ; Plecoglossus altivelis were found to be infected in 24 (96%) out of 25 fishes and average

number of metacercariae per fish was 17.

6. It was supposed that the human Metagonimus infection in Chokai village was caused

jnainly by eating T. hakonensis raw.




